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土壌浸透剤の希釈液にベントグラスをつけて水耕栽培を行いました。

プライマー６０４は無処理と同様に葉先にたくさんの朝露をつけていますが、A剤、B剤は

ほとんど朝露をつけませんでした。

無処理 プライマー 604 A剤 B剤

植物が正常な状態ならば、根から吸収された水分は、葉で光合成に使われ、余分な水分を

蒸散作用によって気孔（水孔）から排出し、それが露となって葉につきます。

露がつかないのは、根からの水の吸収が正常に働いていないからです。

プライマー６０４は根に対する影響もなく、安全性が高いことが証明されました。

・根からの水分吸収が不十分になると、

　光合成の材料となる水（H2O）が確保

    できない

水分は根の道管内を通って
葉まで吸い上げられる

ほとんどの水分は葉の
表皮にある水孔から排出

植物内の水の流れ植物内の水の流れ

光合成に利用される
水分は全体の1％未満

・水分が確保できないと日照条件が

　十分でも光合成はできない


